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メインユニット�
コントローラー�
ボルト�
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スピーカー�
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－1－�

はじめに�
Aお 客 様 へ �

A販売店様へ�

お買い上げ誠にありがとうございます。�
本書には商品の正しい組付方法と注意事項について説明してあります。商品を正しくお使いいただくために、ご使用前に必ず本書
をよくお読みいただき、ご不明な点は販売店にお問い合わせください。�
本製品は、オートバイに関する整備上の一般的な知識および技能を有する方（販売店、整備業者）が組み付けることを前提として
おります。それ以外の方が組み付けを行うと知識不足、技能不足のため、トラブル、機械破損などの原因となることがありますの
で、販売店に組み付けを依頼してください。本書は、お車の取扱説明書および本品の取付に際して取り外した部品と一緒に保管し
てください。お車を譲られるときは、この説明書もお渡しください。�

�
本製品の商品説明および取り扱い上の注意点を、お客様に充分ご説明いただくようお願い申し上げます。�
本書および本品の取付に際して取り外した部品は、必ずお客様にお渡しください。�

本書では正しい組み付け、取り扱いに関する事項を下記のシンボルマークで表示しています。�

ヤマハ�サービスマニュアルを参照してください。�

取扱いを誤った場合、物的損害の発生が想定される場合を示してあります。�

正しい取扱方法や、作業上のポイントを示してあります。�要　　点�

注  意�

取扱いを誤った場合、死亡または重傷及び傷害に至る可能性が想定される場合を示してあります。�警  告�

工数：1.5h 

�
�
�
メインユニット固定用�
メインユニット固定用�
�
�
�
�
スピーカーカバーL、Rに組み付け済み�

● キット以外の部品は、スタンダード車の部品を再使用します。�
● 取り外した部品は再使用しませんが、スタンダードに戻すときに必要となりますので大切に保管してください。�

要　　点�



組 付 前 の 準 備 �

下記の車両部品を外します。�
ウインドシールド、カバーフロント、パネルインナ4、
バイザーサイド1・2、パネルインナ3、パネルインナ1、
パネルインナ2、マット1・2、モールサイドカバー1

－2－�

平坦な場所で車両が倒れないように固定してから作業を開
始してください。�
バッテリーの-端子を外してから作業を行ってください。�

警  告�

パネルインナ2はイグニッションスイッチなどの配線で車両とつ
ながっていますので、車両内部が見える位置までずらします。�

要　　点�

ボルトを外し（3ヶ所）、エレメントとダクトをスピー
ドセンサーカプラーが見える位置までずらします。�

組 付 方 法 �

右側フロントトランクの上部にメインユニットqを置き、
組付孔（4ヶ所）をケガキします。�
�
ケガキ位置にφ8mmのドリルで孔をあけます。�
�
右図のå 位置にφ12mmのドリルで、メインユニットq

のミニプラグコードを通すための孔をあけます。�

1.

2.

1.�
�
�
2.�
�
3.

ドリルで孔をあけた後は、削りかすや汚れを取り除いてく
ださい。�

要　　点�

ミニプラグコードが引っ張られない位置で固定してください。�

注  意�

ウェルナットrをφ8mmの孔に差し込みます。（4ヶ所）�
�
ミニプラグコードをφ12mmの孔に通し、グロメットを
孔にはめて、メインユニットqの組付孔をウェルナット
rの位置に合わせます。�

4.�
�
5.�
�

●�

�

●�

エレメント�

ダクト�

ボルト�

車両左側面�

ボルト�

車両フレーム∫

ミニプラグ�
コード�

スピードセンサーカプラー�

メインユニットqの位置を合わせるときは、配線類を挟ま
ないように注意してください。配線を挟んだまま組み付け
ると断線する恐れがあります。�

注  意�

�
メインユニットqをボルトeで組み付けます。�
�
�
ミニプラグコードをロックタイtで車両フレーム∫に固
定します。�

�
6.�
�
�
7.�
�

φ8mmの孔�

車両前方�

q
ミニプラグ�
コード�

e

å�
（φ12mmの孔）�

r

q

t

グロメット�



－3－�

メインユニットqのスピードセンサーカプラー（三角型
の3極カプラー）を右下図のように通します。�
�
車両側スピードセンサーカプラー（黒色）を外し、メイ
ンユニットqのスピードセンサーカプラーを割り込んで
接続します。�

8.�
�
�
9.

車両側スピードセンサーカプラー（黒色）の付近に、同じ
形状の灰色のカプラーがありますので間違えないように注
意してください。�

注  意�

11.�
�
�
12.�
�
�
�
13.

左側のミラーを外し、コントローラーwを割り込んで
組み直します。�
�
コントローラーwのカプラーを、ハンドルバーに付い
ているバンド内に通し、メインユニットqの6極カプ
ラーと接続します。�
�
コントローラーwのカプラーとメインユニットqの左
側スピーカーリード線をロックタイtで車両フレーム
∫に固定します。�

左側スピーカーリード線を固定するときは、リード線の端
子がスピーカー組付位置（左フロントトランク上部）まで
届くことを確認してください。�

要　　点�

メインユニットqの電源カプラーを、ステアリングの
内側と車両クランプ内に通し、車両側プレワイヤリン
グカプラーと接続します。�

14.

10. メインユニットqのスピードセンサーリード線を、ロ
ックタイtでフットレスト下の車体フレームç に固定
します。�

左側ミラー�

メインユニットqの�
スピードセンサーリード線� 車両フレームç

t

w

車両正面�

車両側プレワイヤリング�
カプラー�

メインユニットqの�
電源リード線�

コントローラーwの�
カプラー�

左側�
スピーカー�
リード線�

車両バンド�

車両�
クランプ�

メイン�
ユニットqの�
6極カプラー�

車両�
フレーム∫

t

メインユニットqの�
スピードセンサーカプラー�

車両側スピードセンサー�
カプラー（黒色）�

メインユニットqのスピードセンサーリード線�
ステアリングの内側を通り、車両下部へ。�
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下記の車両部品を組み付けます。�
エレメント・ダクト、モールサイドカバー1、マット1・
2、パネルインナ2、パネルインナ1、パネルインナ3�
�
メインユニットqのスピーカー端子をスピーカーiの
端子に差し込み、スピーカーカバーLy、Ruを組み付
けます。�

15.�
�
�
�
16.

下記の車両部品を組み付けます。�
パネルインナ4、カバーフロント、ウインドシールド�
�
バッテリーの-端子を接続します。�

17.�
�
�
18.

スピーカーカバーRu

-

+

メインユニットqの�
スピーカーリード線�

取 扱 方 法 �

車両前方�

スピーカー端子の+端子と-端子を逆に組み付けないよう
に注意してください。�

注  意�

音楽を聴くとき�

接続するポータブルオーディオのヘッドホンジャックに、ミニプラグコードを接続します。�1.

ポータブルオーディオはできるだけ振動の影響を受けないように、緩衝材を巻くなどの対策を行ってください。�

注  意�

電源ボタン�

モード表示LED

モード選択ボタン�

LEDインジケーター�

ミュートボタン�

ボリューム�
調整ボタン�

エンジンを始動してからコントローラーwの電源ボタンを約2秒間押し続けて、メインユニットqの電源をONに
します。（電源ボタンのLEDが点灯します）�
�
接続したポータブルオーディオの音楽を再生して、ポータブルオーディオ側の音量を調整します。�
�
コントローラーwのボリューム調整ボタンで音量の微調整をします。（ボリューム調整ボタンを押すと、LEDイン
ジケーターに現在の音量が約5秒間表示されます）�

2.�
�
�
3.�
�
4.

w

一時的に消音したいときは、ミュートボタンを押します。消音状態を解除するときは、もう一度ミュートボタンを押
すか、ボリューム調整ボタンを押して音量を上げます。（消音中はモード表示LEDが点滅します）�

要　　点�

電源をOFFにするとき�

コントローラーwの電源ボタンを約2秒間押し続けると、メインユニットqの電源がOFFになります。�

接続したポータブルオーディオの電源には連動していません。�
コントローラーwの電源をOFFにすると、OFFにしたときの音量が記憶されます。電源をONにすると、記憶され
た音量に設定されます。�

要　　点�
●　�

●　�



－5－�

故 障 か な ？ と 思 っ た ら �

速度ミュート機能について�

このオーディオシステムには、走行速度に応じて自動的に音量を調整し、停止時や低速走行時には周囲に配慮すると
ともに、音量調整操作の頻度を少なくできる機能を装備しています。�
また、走行シーンによって3種類の音量変化モードを、任意に選択できる機能を装備しています。�
モード　…音量変化が小さく、夜間の市街地走行時などにお勧めのモード�
モード　…標準の設定で、一般道路走行時にお勧めのモード�
モード　…音量変化が大きく、高速走行時にお勧めのモード�
モードの切り替えは、モード選択ボタンを押すたびに　→　→　→　…と順に切り替わり、LEDで確認できます。�

各モードによる速度ミュート機能のイメージ�

速度の変化に応じてオーディオの音量が自動的に変化します。（走行中は、音量の変化している様子がLEDインジケ
ーターに表示されます）�

オーディオを使用する場合は、周囲の迷惑にならないよう、
音量に充分配慮してください。特に市街地や夜間はマナーを
守り、音量を抑えるようにしてください。�
ポータブルオーディオを車両に搭載することによる振動など
の故障は、保証外となりますので、ご了承ください。�

注  意�
大
　
↑
　
音
量
　
↓
　
小�

遅　　　←　　速度　　→　　　速�

↑�

約40km

モード�

モード�

モード�

症状� 考えられる原因� 対処方法�
音が出ない�
�
�
�
�
�
�
片側のスピーカー�
しか音が出ない�

速度ミュートが�
機能しない�
（走行速度が上がっ�
ても音量が上がら�
ない）�

メインユニットの電源がOFFになっている�
ミニプラグコードがしっかり接続されていない�
ポータブルオーディオが再生されていない�
消音状態になっている�
�
電源が供給されていない�
�
ミニプラグコードがしっかり接続されていない�
メインユニットが故障している�
モードが　になっている�
�
スピードセンサーカプラーが正しく接続さ�
れていない�
メインユニットが故障している�

電源ボタンを長押しして電源をONにしてください�
ミニプラグコードを確実に接続してください�
ポータブルオーディオ側を確認してください�
ミュートボタンを押すかボリューム調整ボタンを�
押して消音状態を解除してください�
メインユニットと車両の電源カプラーを確実に接�
続してください�
ミニプラグコードを確実に接続してください�
お買い上げの販売店にご相談ください�
モード選択ボタンを押して　または　のモードに�
切り替えてください�
スピードセンサーカプラーを確実に接続してくだ�
さい�
お買い上げの販売店にご相談ください�

●�

�

�

●�

メインユニット主要諸元�

作動可能電圧 ：DC6V～DC16V�
負荷インピーダンス ：4Ω�
最大出力 ：25W×2�
消費電力 ：4mA（待機時）、5A（最大）�


